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１ 会議の名称

岐阜県立大垣特別支援学校 学校関係者評価委員会（平成２６年度 第１回）

２ 会議の構成

学校評議員（敬称略）

藤 墳 恒 生 大垣南ライオンズクラブ会長 ※都合により欠席

犬 飼 需 西大外羽自治会

水 谷 智 子 大垣市立かわなみ作業所所長

熊 崎 千 晶 生活サポートはしま相談支援センター 相談支援専門員

長谷川 正 志 大垣公共職業安定所統括職業指導官

学校職員・保護者

出 口 和 宏 校長 ※都合により欠席

大 橋 秀 子 事務部長

野々村 珠 樹 教頭

多和田 浩 一 教頭

吉 田 洋 子 小学部主事

髙 木 秀 樹 中学部主事

伊 藤 信 弘 高等部主事（普通コース）

森 保 高等部主事（職業コース）

澤 田 秀 俊 教務主任

細 川 尚 子 ＰＴＡ会長

３ 会議の目的

学校の教育水準の向上を図り、学校教育の目的を実現するため、職員の自己評価を踏まえた点検

及び評価を行う。

４ 会議の開催

日 時：平成２７年２月６日（金）１１時００分 ～ １１時４５分

場 所：北校舎会議室

出席者：学校関係者評価委員４名 学校関係者９名

５ 会議の概要

（１）学校の取り組み

（２）保護者、生徒のアンケート結果を基に各学部の自己評価の説明

小学部、中学部、高等部普通コース、高等部職業コース

（３）質疑、意見聴取



学校関係者評価委員会の主な意見

意見１ ・外でマラソンをしている様子を見ているが、先生方も大変だなという印

象をもつとともに、本当に良くやっている、頑張っているなと感じてい

る。

・ある程度の圧力（負荷）は必要ではないか。体罰はいけないが叱ること

は必要だと思う。

・アンケートの中身が分かりづらい。

意見２ ・作業所も同じだが保護者とのコミュニケーションがどれだけとられてい

るかが大事であり、本人の特性・発達段階、保護者の望み等がどれだけ

共有されているかが大切である。また、何をどうして欲しいのか等、連

絡・相談も必要である。

・専門性の向上も大切になる。

意見３ ・先生がたくさんいるが、保護者は一人の先生に話したことは全員の先生

に伝わっているものと思っている。

情報の共有は大切であり、それが保護者の安心となり信頼ににつながる

と思う。

意見４ ・先生方は、本当によくやっていると思う。

・一般の企業は理不尽でもある。それを分からないと仕事は定着しない。

保護者の理解は必要だが、職業コースの生徒には負荷をかける場面も必

要である。

意見５ ・「おおとばフェスタ」では、盛大にでき感謝している。

・進路先も大多数が決まっているということで、ありがたい。

・地域、施設・作業所、企業等に様々な人に支えられていると感じる。

６ 会議のまとめ

９月に外部の方からご指摘を受けた①教職員の言葉遣いの問題、②教職員の力づくでの指導では

ないかという問題、③児童生徒がガラスを割るなど、怪我をすることが増えたのではないかという

問題について、・人権意識の向上・安心・安全な環境作り・教職員の専門性の向上という切り口か

ら全教職員に徹底を図っている現状を説明した。すぐに学部で具体的な対応策を立て、学校全体で

どうするのかを徹底したことについては、倫理面や危機管理意識とも関連付けて説明を行った。

評価委員の方からは、学校に意見があがる（言えた、伝わった）というのは、学校に気軽に言え

る環境があるからだと思うという肯定的な意見をいただいた。さらに強度行動障がいでは、力だけ

では押さえられないと思うので、言葉遣いや対応の仕方をお願いしたいというご意見もいただいた。

また、７月に実施した保護者と生徒対象のアンケートの分析結果を説明し、本校の課題を明らか

にするとともに解決に向けての今までの取組について説明した。

今年度は、各学部の取組を中心に説明した。概ね各学部とも教育内容が受け入れられ、昨年度よ

り結果が良くなっていたが、分からないという回答や直接関係の薄い項目（小学部の進路等）につ

いては理解度が低いという結果であった。情報提供不足であり、工夫の必要性を感じた。

評価委員の方からは、なかなかすべての保護者に伝えることは難しいが、大半が好意的にとらえ

ている。タイムリーに情報を発信してほしいとの意見をいただいた。

今回の貴重な意見を受け、さらに保護者との連携を深め、教職員としての自覚をもち、一人一人

の児童生徒の良さを活かした教育活動を行うことを確認した。


